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日韓教育用漢語基本語彙の比較研究
―「非共通出現漢語」を中心に―
鄭　　　喜　汀
１．はじめに
漢字文化圏に属する日本と韓国の漢語は、長い歳月と共に日本に入った漢語は日本語
として、韓国に入った漢語は韓国語として様々な要素によりそれぞれ独自の発展を遂げ
てきたため、使い方や表現形式が大分異なる。
本稿では、日本と韓国の教育現場で使われている頻度の高い漢語基本語彙を調査対象
にし、特に「非共通出現漢語」について考察を行う。なお、「韓国語」は言語学上は「朝
鮮語」であるが、研究対象が現代の社会を背景とする語彙であるため、本稿では「韓国
語」とする。
２．調査資料の選定と調査方法
【日本の資料】
①『定着をめざした学習基本語彙の指導』「段階別学習基本語彙表―梁田小学校版」
（福沢周亮・岡本まさ子1983）
②『児童生徒に対する日本語教育のための基本語彙調査』（工藤真由美1999）
【韓国の資料】
①「 學 用基本語彙（国民学校学習用基本語彙）」（李應百、『 （国
語教育））18－20、1972）
②「 入門期學 用基本語彙調査 究（国民学校入門期学習用基本語彙調査研
究）」（李應百、『 （国語教育）32、1978）
③「 語彙力 究―低・中・高 語彙目 ―
（国民学校児童の語彙力調査研究―低中高学年別標準語彙目 の作成―）」（李應
百・李仁燮・金承烈、『 （国語教育）42・43、1982）
④『国民学校教育用語彙（１、２、３学年用）、 （韓国、国語研究所1986）
『国民学校教育用語彙（４、５、６学年用）、 （韓国、国語研究所1987）
本稿の調査資料は上記専門家によるデータ資料を用い、小学生までの基本語彙の中か
ら漢語のみを選定する。研究対象の範囲を基本語彙の中でも特に漢語そして小学生の語
彙に限定している理由は、日本も韓国も漢字文化圏の国で、双方の言語の中で漢字は重
要な役割を果たしており、また、小学生までの段階でその言語の基本的な語彙はほとん
ど習得されるからである。
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３．日韓漢語基本語彙における共通、非共通出現漢語の分布
日韓漢語基本語彙における共通出現同形漢語、非共通出現漢語についての調査結果は
【表２】のとおりである。
【グラフ２－１】は日本漢語基本語彙における韓国漢語基本語彙との共通出現同形漢
語、非共通出現漢語の割合を示すものである。共通出現同形漢語の割合が一番多いのは
一字漢語で、その数は69語で42.3％を占める。
一字漢語の次は二字漢語467語で39.3％、次いで三字漢語19語で32.2％を占めており、
四字漢語、五字漢語の場合は、共通出現同形漢語が１語もない。さらに、共通出現同形
語の割合は39.1％、非共通出現語の場合は60.9％を占め、全体的な日本漢語基本語彙は韓
国漢語基本語彙と比較した時、共通出現同形漢語より非共通出現漢語の方が多数を占め
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【表２】日韓共通・非共通漢語語彙の分布の比較
【グラフ２－１】日本漢語語彙における韓国漢語の分布率（％）
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ていることがわかった。
【グラフ２－２】は韓国漢語語彙における日本漢語語彙との共通出現同形漢語、非共
通出現漢語の割合を示すものである。共通出現同形漢語が一番多いのは一字漢語で、
45.6％を占める。一字漢語の次は二字漢語471語44.4％、続いて三字漢語17語11.6％を占
めるが、四字漢語、五字漢語の場合は日本語の場合と同様に共通出現同形漢語が１語も
ない。さらに、共通出現同形漢語の全体の割合は40.5％、非共通出現漢語の割合は59.5％
を占め、全体的に韓国漢語語彙も日本語の場合と同様に共通出現同形漢語より非共通出
現漢語が多数を占める。つまり、日韓両言語間における共通出現同形漢語の字数別分布、
また、非共通出現漢語の全体的割合は数値に僅かな差はあるものの、同様な結果となっ
た。
４．日韓漢語語彙における非共通出現漢語
ここでは特に日韓両言語間における非共通出現漢語の具体的語例を字数別に分類し、
その特徴について概括的な考察を行う。
4.1 日本語を中心に見る非共通出現漢語
4.1.1 一字漢語
日本漢語基本語彙における一字漢語は163語であるが、非共通出現漢語は94語で57.7％
を占める。
例：愛、悪、胃、絵、恩、階、会、勘、菊、客、逆、九、行、など。
二字漢語、三字漢語の場合は同形異義や異形同義のものが多く存在し、複雑な様相を
みせている反面、一字漢語の場合は二字漢語、三字漢語に比べ、同字同義のものが多い
という特徴をもつ。非共通出現一字漢語94語の内、日韓漢語において使い方が異なるも
のを概略的に分析してみた結果は次の通りである。
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【グラフ２－２】韓国漢語語彙における日本漢語の分布率（％）
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）日本の漢語に対し、韓国では異なる漢語を使うもの
例：〈日本〉 〈韓国〉
階　　　 層
杯　　　 盞
枚　　　 張
）同形同義であるが、日本語では漢語、韓国語では固有語で使われるもの
例：〈日本〉：漢語　　　〈韓国〉：固有語
愛　　　　 愛（ ）
絵　　　　 絵（ ）
客　　　　 客（ ）
服　　　　 服（ ） など
）日本語の一字漢語に対し、韓国語では主に二字漢語が使われるもの
例：〈日本〉 〈韓国〉
恩　　　 恩恵（恩人、恩師など）
菊　　　 菊花
礼　　　 礼儀（礼拝、失礼…）
陸　　　 陸地（陸軍、陸上…）など
）日本語固有の代名詞、助数詞、接頭語
例：代名詞：僕
助数詞：杯、匹、軒
接頭語：御
）の「階」「杯」「枚」などの漢語は、韓国語ではそれに対応する語として「層」「盞」
「張」のように全く異なる漢語が使われる。ところが、韓国語の「枚」は、日本語と違っ
て主に原稿用紙、新聞紙、葉っぱなどを数えるとき用い、使用対象の範囲が極めて限ら
れている。ただし、現在ではあまり使わなくなっている。
）の「愛」、「絵」、「客」、「服」などの漢語は、韓国語では主に固有語で表現される。
日本語では「愛（アイ）」、「絵（エ）」、「客（キャク）」、「服（フク）」などの語は音読み
して漢語として使われるが、韓国語では日本語と違って、「愛」を「 」、「絵」を「 」、
「客」を「 」、「服」を「 」のように音読みして使うことはなく、「 （愛）」、「
（絵）」、「 （客）」、「 （服）」というように固有語が使われる。
ただし、韓国語においてもこれらの語が別の漢語と結合し、二字や三字などの熟語と
して使われる場合がある。その例としては、「愛国者（ ）」「絵画（ ）」「乗客
（ ）」「洋服（ ）」などが挙げられる。
）の「恩」、「菊」、「礼」、「陸」などの一字漢語は韓国語では、意味を把握すること
は可能であるが、一字単独では不完全な表現になるため、主に二字漢語として使われる
場合が多い。「恩」は、「恩恵」、「恩人」、「恩師」など、「菊」は「菊花」、「礼」は「礼
儀」、「礼拝」、「失礼」など、「陸」は「陸地」、「陸軍」、「陸上」などとして使われる。
）の代名詞の「僕」、助数詞の「杯」、「匹」、「軒」、接頭語の「御」のような語は、
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日本語固有の表現形式であり、韓国語ではこれに対応する表現として異なる語が存在す
る。代名詞の「僕」は「 」、助数詞の「杯」は「 （盞）」、「匹」は「 」、「軒」は
「 」のように固有語や漢語による異なる表現形式が取られる。さらに、日本語の「御」
のように語の前後に付いて丁寧さを表現する形式は韓国語には存在しないものである。
4.1.2 二字漢語
日本漢語語彙の二字漢語は全1189語であるが、非共通出現漢語は722語（60.7％）を占
める。
例：挨拶、愛情、案内、委員、意志、意思、意地、意識、医者、など
非共通出現漢語722語の内、日韓において漢語の使い方が異なるものは次の
通りである。
）日本の漢語に対し韓国語では異なる漢語が対応するもの（異形同義）
例：〈日本〉 〈韓国〉
挨拶　　　 人事
意地　　　 固執
遠足　　　 逍風
）日本語では複数の表現例をもつもの
例：〈日本〉 〈韓国〉
医者、 医師
火事、 火災
去年、 昨年
交番、 派出所
＊ 、 、 は日本漢語基本語彙には属さないもので、 は日韓両言
語共に漢語基本語彙に属さないものである。
）日本語では略語で示され得るもの
例：〈日本〉 〈韓国〉
外人　　　 外国人
火曜　　　 火曜日
水曜　　　 水曜日
）日韓両言語において対応する語の語種が異なるもの
例：〈日本〉：漢語　　　〈韓国〉
窮屈　　　 、 ：固有語
牛肉　　　 、 ：固有語
金魚　　　 金 （ ）：混種語
醤油　　　 醤（ ）：混種語
＊韓国語は日本語を訳したものである。
）日本語の二字漢語に対し韓国語では主に「二字漢語＋ （する）／ （さ
れる）」の語形で使われるもの
例：〈日本〉 〈韓国〉
案内　　 案内 （訳：案内する）
派出所昨年火災医師
派出所
昨年
火災
医師
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異常　　 異常 （訳：不思議だ、変だ）
）日韓同形漢語であるが意味が異なる語（同形異義）
〈日本〉 〈韓国〉
例：地味　　　　　 地味：土地の肥え痩せの性質
十分（副詞） 十分：10分（時間のみ）
皮肉　　　　　 皮肉：皮と肉
旅館　　　　　 旅館：マイナスイメージの安い宿泊所
）韓国の二字漢語に比べ副詞が多く存在
例：一番　〈韓国語訳： 、 〉
一杯　〈韓国語訳： 〉
結構　〈韓国語訳： 、 〉
大体　〈韓国語訳：大体 〉
）日本の伝統や文化に関わる語
例：下駄、炬燵（こたつ）、神社、太鼓、天皇
）の「挨拶」「意地」「遠足」などの漢語は、韓国語にはなく、それに対応するもの
として「人事」「固執」「逍風」のように全く異なる漢語が使われる。そのため、「挨拶」
「意地」「遠足」などの漢語は韓国では当然通じない。
）の「医者」「火事」「去年」「交番」などの漢語は、韓国語の場合と違って、日本語
では類似した意味を表す漢語が他にも存在するものである。一方、韓国では「医者」「火
事」「去年」「交番」のような日本語と同じ表現形式は存在せず、「医師」「火災」「昨年」
「派出所」の表現が使われる。
）の「外人」「火曜」「水曜」などの漢語は韓国では略さず、「外国人」「火曜日」「水
曜日」の語形で使われる。日本の基本漢語では、特に曜日に関する語彙は略した語形で
出現している。
）の「窮屈」「牛肉」「金魚」「醤油」などの漢語は、日韓両言語において語種が異な
るものである。日本では漢語であるものが、韓国語ではそれに対応する語が漢語ではな
く、「窮屈」は韓国語で「 」「 」、「牛肉」は韓国語で「 」「 」の
ように固有語で訳される。また、「金魚」は韓国語で「金 」のように混種語、「醤油」
は韓国語で「 醤」のように混種語で使われる。つまり、日本語の漢語に対応する語が
韓国語では漢語ではなく、異なる語種に属する固有語や混種語である。このような語彙
の特徴は、日韓漢語基本語彙における二字漢語の調査で、日本の二字漢語が韓国の二字
漢語より128語も多いという結果の一要因をなすと見られる。
）の「案内」「異常」「解決」「実現」などの語は日本語では二字漢語として使われて
いるが、韓国語では、二字漢語単独として使われるより、主に「二字漢語＋ （す
る）／ （される）」のように単語の一部として使われる。この様な語彙の特徴は に
述べたものと同様に、日本語の二字漢語が韓国語のそれより128語多いという結果と繋
がるものであると思われる。
の「地味」「十分」「皮肉」などの漢語は日韓両言語において同形でありながら異な
─ 18 ─
一
〇
七
る意味をもつ語である。韓国語では「地味」は「土地の肥え痩せの性質」の意味である。
ただし、日本語では「じみ」と「ちみ」の読み方があり、「ちみ」と読む場合は韓国語と
同様の意味をもつ。
日本語の副詞の「十分」は韓国語では「10分」という時間のみを表す意味であるが、
「十分」と同義である副詞の「充分」は、日韓両言語において同形同義の漢語である。
また、日本語の「皮肉」は韓国語では「皮と肉」のみの意味、「旅館」は日韓両言語で
イメージ的に異なる意味をもつものである。日本での「旅館」はその意味の一部に高級
感のある宿泊所も含むが、韓国では安い宿屋を指すもので、日本と異なるイメージをも
つ。このような同形漢語の言葉のニュアンスやイメージのさらなる比較は今後の研究課
題にしたい。
）の「一番」「一杯」「結構」「大体」などの副詞である二字漢語は、日本語の二字漢
語の方に多数存在するという特徴をもつ。
）の「下駄」「炬燵（こたつ）」「神社」「太鼓」「天皇」などは日本の伝統や文化に関
わる語彙で、二字漢語のみに現れる。
4.1.3 三字漢語
日本漢語語彙における三字漢語は全59語であるが、その内、非共通出現漢語は次の40
語（67.8％）である。
例：一部分、海水浴、看護婦、機関車、交差点、御馳走、など。
非共通出現漢語40語のうち、日韓漢語において使い方が異なるものは概略的に次の通
りである。
）日本語の漢語に対し、韓国語では異なる漢語を使うもの（異形同義）
例：〈日本〉 〈韓国〉
小学生、小学校　 初等学生、初等学校
誕生日　　　　　 生日
地球儀　　　　　 地球本
保健室　　　　　 養護室
）日本語の漢語に対し、韓国語では対応する漢語ではなく混種語が使われるもの
例：〈日本〉 〈韓国〉
徹底的　　 訳： （徹底 ） 混種語）
不機嫌　　 訳： （気分） 、
（不快） 混種語
）韓国語の漢語に比べ「不－」が接頭語として使われる漢語が多数みられる
例：不可能、不機嫌、不規則、不公平、不自然、不自由、不十分、不注意、不
必要
）の「小学生」「小学校」「誕生日」「地球儀」などの漢語は、韓国語では対応する語
として、「初等学生」「初等学校」「生日」「地球本」などのように全く異なる漢語が使わ
れる。
）の「徹底的」「不機嫌」などの漢語は日韓両言語において語種が異なるものであ
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五
る。「徹底的」は「徹底 」、「不機嫌」は「 （気分） 」や「 （不
快 ）」のように訳され、混種語で表される。
つまり、日本では漢語であるものが、韓国語ではそれに対応するものに漢語ではなく、
混種語が使われるものが存在する。
）の「不可能」「「不機嫌」「不規則」「不公平」などの日本の漢語は接頭語「不－」
をもつものであるが、今回の調査対象の韓国漢語語彙の方には「不－」を接頭語として
もつ漢語は一語も出現しない。
4.1.4 四字漢語、五字漢語
日本漢語基本語彙の四字漢語は全９語、五字漢語は１語であるが、韓国語の四字、五
字漢語と共通するものが全くない。これらの四字、五字漢語の内、日韓漢語において使
い方が異なるものを分析してみた結果は概略、次の通りである。
）日本語の漢語に対し、韓国語では異なる漢語であるもの（異形同義）
例：〈日本〉天気予報　 〈韓国〉日記予報
）日本語の漢語に対し韓国語では対応する漢語がなく混種語であるもの
例：〈日本〉一生懸命　 〈韓国〉 （熱心 ）
）韓国語の漢語に比べ健康や安全に関する語彙が多数見られる
例：健康診断、身体検査、避難訓練、防災頭巾、消防自動車
）の日本語の「天気予報」は韓国語では「日記予報」のように異なる表現形式の漢
語が使われる。
）の日本語の「一生懸命」は韓国語では「 （熱心 ）」で、混種語である。こ
のように日韓両言語間には対応する語の語種が異なるものが多数存在する。
）の「健康診断」「身体検査」「避難訓練」「防災頭巾」「消防自動車」の日本の四字
漢語、五字漢語には健康や安全に関する語彙が多数存在する反面、韓国の四字漢語、五
字漢語には見当たらない。
4.2 韓国語を中心に見る非共通出現漢語
4.2.1 一字漢語
韓国漢語語彙の一字漢語は149語であるが、非共通出現漢語は81語（54.4％）を占める。
例：角、間、匣、江、怯、功、軍、窟、橘、極、旗、南、段、など。
日韓両言語における二字漢語、三字漢語は、同形異義や異形同義の漢語が多く存在し
複雑な様相をみせているが、一字漢語においては、ほとんどが同形同義である。これら
について、日韓漢語において使い方が異なるものを分析してみた結果は概略、次の通り
である。
）韓国の漢語に対し日本語では異字が使われるもの（異形同義）
例：〈韓国〉 〈日本〉
鳶　　　 凧
錘　　　 量り
便　　　 側
）同形同義であるが、韓国語では漢語、日本語では固有語（和語）であるもの
例：〈韓国〉：漢語　　　〈日本〉：固有語（和語）
病　　　　 病（やまい）
山　　　　 山（やま）
情　　　　 情（なさけ）
罪　　　　 罪（つみ）
）韓国固有の助数詞
例：〈韓国〉 〈日本〉
盞　　　 杯
層　　　 階
）の「病」「山」「情」「罪」などは、日韓両言語において同形同義であるが、語種は
異なり、韓国語では漢語で、日本語では和語（固有語）となるものである。しかし、単
独では語種が異なるが、韓国語においても他の語と結合する場合は、両言語において同
形同義の漢語として使われるものも多い。例えば、「病」は「病院」、「難病」など、「山」
は「山岳」、「山地」など、「情」は「友情」、「情報」、「人情」など、「罪」は「無罪」、「罪
悪」などのように使われる。なお、「山」の場合は、日韓両言語において漢語以外に次の
ように混種語として使われる場合もある。
例）日本：山火事（混種語）
韓国： （山 訳：山の端）、 （山 訳：山うさぎ、混種
語）
4.2.2 二字漢語
韓国漢語語彙の二字漢語は1061語であるが、非共通出現漢語を見ると590語（55.6％）
となる。
例：家計　假量　各各　各国　各其　各自　各種　間食　簡易、など。
これらのうち、日韓漢語で使い方が異なるものを分析した結果は概略、次の通りであ
る。
）韓国の漢語に対し日本語では異なる漢語となるもの（異形同義）
例：〈韓国〉 〈日本〉
景致　　　 景色
苦生　　　 苦労
複道　　　 廊下
）日韓両言語において対応する語の語種が異なるもの
例：〈韓国〉 〈日本〉
琉瑠　　　 ガラス（外来語）
蹴球　　　 サッカー（外来語）
相對　　　 相手（和語）
富者　　　 金持ち（和語）
）同形同義であるが、韓国語では漢語、日本語では固有語（和語）であるもの
例：〈韓国〉：漢語　　〈日本〉：和語
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建物　　　 建物（たてもの）
眼鏡　　　 眼鏡（めがね）
宝物　　　 宝物（たからもの）
）日韓同形漢語であるが意味が異なるもの（同形意義）
例：来日（韓国：明日の意）
劇場（韓国：映画館の意）
）北朝鮮や韓国の歴史的、政治的状況に関連する語
例：ﾊ瑶縺A空軍、共産、光復、国軍、南侵、兵士、部隊など
）韓国の伝統や文化に関する語
例：科擧（朝鮮時代の官僚試験）、農楽、 時調（韓国固有の定型詩）
）の「景致」「苦生」「複道」などは、日本語ではそれに対応するものとして「景色」
「苦労」「廊下」のように異なる漢語が使われている。
）の「琉璃」「蹴球」「相對」「富者」などは、日韓両言語において語種が異なるもの
である。「琉璃」は「ガラス」、「蹴球」は「サッカー」のように外来語で、「相對」は「相
手」、「富者」は「金持ち」のように固有語（和語）で使われる例である。
つまり、韓国では漢語が使われるが、日本語では対応する語が外来語や固有語の異な
る語種に属す。特に日本語では、スポーツ競技関連の語で、漢語の存在が死語となり一
般的に外来語の表現形式を採る。「籠球」を「バスケットボール」、「排球」を「バレーボ
ール」、「蹴球」を「サッカー」というように外来語の表現形式が一般的である。
）の「建物」「眼鏡」「宝物」などは同形同義でありながら、韓国語では漢語、日本
語では和語というように異なる語種となる。同形同義で語種の異なるものが存在する原
因は、日本出自の語が韓国に入る際、韓国語の習慣により音読みされ漢語として受け入
れられたからであろう。日本出自の語の中で「組合」「市場」などの語は、日本語では漢
語ではなく和語であるが、韓国語では漢語である。ところが、上記の韓国語のみに現わ
れる語例には属さないが、「現場」「手配」などの日本出自の語は、日本では漢語ではな
く混種語であるが、韓国に入る際、漢語として受け入れられた語例もある。
）の「来日」「劇場」などは日韓両言語で、同形の漢語でありながら異なる意味をも
つものである。韓国語の「来日（ ）」は「明日」の意味であり、「劇場（ ）」は
主に「映画館」の意味で使われる。
）の「間諜」「空軍」「共産」などの漢語は、韓国の歴史的背景や北朝鮮と対立して
いる現在の政治的状況を現しているものといえる。
）の「科擧」「農楽」「 」「時調」は、韓国の伝統や文化に関するものである。特
に 、 は韓国の社会的、文化的な特徴を現している語例である。
4.2.3 三字漢語
韓国漢語語彙の三字漢語は146語であるが、非共通出現漢語は129語（88.4％）である。
例：伽 琴、角度器、角雪糖、監視員、乾電池、競技場、経済的、など。
上記の漢語語例を分析した結果は概略、次のようになる。
）韓国語の漢語に対し、日本語では異なる漢語を使うもの（異形同義）
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例：〈韓国〉 〈日本〉
角雪糖　　 角砂糖
邑地　　 都
圖 紙　　 画用紙
相対便　　 相手側
）日韓の三字漢語と照合すると、韓国語の方にのみ副詞が存在する。
例：〈韓国〉 〈日本〉
大體　　 訳：一体
瞥眼間　　 訳：突然、いきなり
）日本の三字漢語に比べ軍や軍事に関連する語が多数ある。
共産軍、蘇聯軍（ソ連軍）、聯合軍（ 合軍）
中共軍（中国共産軍）
）日本の三字漢語に比べ北朝鮮や韓国の歴史的、政治的状況に関連する語彙が多
数ある。
共産軍、共産党、避難民、愛国者、愛国歌、平和的、民主的、太極旗、韓国人、
休戦線
）日本の三字漢語に比べ韓国伝統文化と関連する語彙が多数ある。
伽 琴、陶磁器、文化財、藝 品、
）日本の三字漢語に比べ数学や科学など学問と関連する語彙が多数ある。
四角形、垂直線、小数点、試験管、原子力、電動機、電磁石、測雨
以上のように韓国の三字漢語には日本の三字漢語に比べ、休戦中である現代の韓国社
会の状況や伝統文化、学問に関する語彙が日本語よりかなり多く含まれていることがわ
かった。
4.2.4 四字漢語、五字漢語
韓国漢語語彙の四字漢語は15語で、五字漢語は２語であるが、日本語の場合と同様に
非共通出現漢語が全数を占め、共通するものが全くない。また、政治的状況関連の語彙
や数学関連の語彙が多いという特徴をもつ。上記の四字漢語の特徴を分析すると概略、
次の通りとなる。
）日本の四字漢語に比べ数学関連の語彙が目立つ
正四角形、正六面體、直四角形、直六面體
）日本の四字漢語に比べ歴史・政治的状況に関連した語彙がある
共産主義、民主主義、壬辰倭亂（文禄の役：1592～1596年）
）日本の四字漢語と異なり、副詞が存在する
操心操心（恐る恐る）
５．日韓両言語における非共通出現漢語のもつ特徴
日韓漢語語彙の内、両言語間に共通して出現する同形の漢語（共通出現同形漢語）を
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除外し、非共通出現漢語のみを分析した結果、様々な特徴が得られた。日本語を中心と
して見た非共通出現漢語、つまり、日本語のみに出現する漢語の特徴としては次の点が
挙げられる。
①韓国語と対応する語が語種を異にするもの
②韓国語と対応する語が語形を異にするもの
③日本語固有の代名詞、助数詞、接頭語がある
④日本の二字漢語に対し、韓国では主に「二字漢語＋ （する）／ （される）」
の語形で使われる
⑤韓国語に比べ複数の表現例をもつものがある
⑥略語で示され得るものがある
⑦日韓同形漢語であるが意味が異なるものがある
⑧日韓の二字漢語を比較する際、日本語の方が副詞が多い
⑨日本の伝統や文化に関するものがある
⑩接頭語「不－」をもつ漢語が多く存在する
⑪健康や安全に関する語彙が多く存在する。
①②は、日本語の一字漢語から四字漢語までに共通する、日韓漢語における全般的な
相違である。③は一字漢語のみの特徴、④～⑨までは二字漢語のみの特徴、⑩は三字漢
語のみの特徴、⑪は四字・五字漢語の特徴である。
一方、韓国語を中心として見た非共通出現漢語の特徴としては次の点が挙げられる。
①日本語と対応する語が語種を異にするもの
②日本語と対応する語が語形を異にするもの
③韓国固有の助数詞がある
④同形同義であるが、韓国語は漢語、日本語は固有語（和語）であるものがある
⑤日韓の三字漢語を比較すると、韓国語の方が副詞が多い
⑥数学や科学など学問関連の語彙が多い
⑦韓国の歴史的事情や北朝鮮と対峙している現在の政治的状況に関するものが多い
⑧韓国の伝統や文化に関するものがある
①、②は一字漢語から三字漢語まで共通にする、日韓漢語における全般的な相違であ
る、③は一字漢語のみの特徴、④は二字漢語のみの特徴、⑤は三字漢語のみの特徴、⑥
は三字漢語、四字・五字漢語の特徴、⑦は二字漢語、三字漢語、四字・五字漢語の特徴
であり、⑧は二字漢語、三字漢語の特徴である。日韓漢語における二字漢語、三字漢語
の語数の差は、様々な原因によるものと考えられる。
二字漢語の語数の調査結果から、日本語の1189語（83.68％）に比べ、韓国語の1061語
（77.28％）で、日本語の方が約６％上回っていることがわかる。これは日本語の二字漢
語に副詞が多く存在すること、日本の伝統や文化に関するもの、そして日韓両言語間の
語種の相違などが特徴の要因であろう。特に日本語の漢語に対応する韓国語は固有語や
混種語となるものが多く存在し、これが一番大きく影響していると思われる。その反面、
三字漢語の場合は、韓国語の方の146語（10.63％）に比べ、日本語の方は59語（4.15％）
で、韓国語の方が２倍以上であることがわかる。これは、韓国語の三字漢語に韓国固有
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の助数詞の存在、日本漢語に比べ数学や科学など学問に関する語彙が多く、韓国の歴史
的事情や北朝鮮と対峙している現在の政治的状況、また、韓国の伝統や文化に関する語
彙などの多いことが影響していると思われる。
６．おわりに
本稿では、特に日韓漢語語彙の非共通出現漢語を字数別に分け、その特徴について筆
者が独自の分類を行い、概括的な比較調査を行った。その結果、多くの漢語は複雑にい
くつかの分類項目にまたがって形成されており、さらに、両言語社会のそれぞれの特徴
や文化的な特徴などを探ることができた。これは日韓漢語研究における意義のある重要
な成果であると言えよう。
注１　田島毓堂（1995）「比較語彙論の構想―異文化比較研究のために―」『国際開発研
究フォーラム２』
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